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「こどもの森づくりフォーラム in えひめ」開催概要

１．開催趣旨
１）子どもの「非認知能力（生きる力）」を育むための、「自然保育」や幼児期の森林環境教育の機運を高めます。
２）森林・林業関係者と保育・幼児教育関係者、さらに地域住民が連携して、地域における自然保育や幼児期の

森林環境教育の支援体制を構築します。
３）フォーラム終了後も、レガシーづくりとして支援を継続します。
２．開催概要
１）開催日：2024年11月30日(土)、12月1日(日) 
２）開催地：松山市民会館、えひめ森林公園、えひめこどもの城
３）主 催：こどもの森づくりフォーラム実行委員会

（林野庁、国土緑化推進機構、子どもの森づくり推進ネットワーク、ニッセイ緑の財団、愛媛県、愛媛の森林基金、  
松山市、伊予市、他、関連する法人、部局から構成）

４）後援（予定）：文部科学省、環境省、こども家庭庁、他、教育関係機関・保育関係団体・森林関係団体等の
幅広い後援申請を通して、当該分野への訴求と幅広い告知等を実施。

フォーラム通信は、「こどもの森づくりフォーラム」の活動を盛り上げ、推進するネットワークづくりを目的に活動を
支援する様々な団体や市民との情報共有のために発信します。2024年は、「こどもの森づくりフォーラム in
えひめ」 の運営を支援する方々にお送りします。ご覧いただき、ご意見等いただければ幸いです。
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１．実行委員長メッセージ ～子ども達の未来のために～

子どもたちの未来が幸せである事は、いつの

時代であっても、万人共通の願いであると思

います。

今後さらに複雑化する社会において、子ども

達が幸せを掴むためには、自ら考え、判断し

行動する「生きる力」を自分のものとしていくことが求められています。

「こどもの森づくりフォーラム」は、子どもたちの「生きる力」を育む森づくりや、森での遊びの可能性

に着目し、第１回大会を全国植樹祭の2年前関連行事として、昨年、埼玉県秩父市で開催し

ました。現在、埼玉県下の小学校や幼稚園等では、苗木のスクールステイに取り組んでおり、来

年の全国植樹祭を契機に、近くの里山、園庭や校庭等に植樹が行われます。子ども達の「生きる

力」を育む森づくりのスタートとして期待されます。

今年の「こどもの森づくりフォーラム」は、愛媛県松山市を中心に開催します。多くの関心のある

皆様のご参加をお待ちしています。

こどもも森づくり実行委員会 委員長

公益社団法人国土緑化推進機構 専務理事 沖 修司
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【フォーラム通信発信について】
●「こどもの森づくりフォーラム」（以下、フォーラム）の開催地での盛り上げを実現するためには、行政、団体、
市民等との積極的な連携とネットワークづくりが必要です。そのためには、ネットワークにご参加いただける
方々との活動情報の共有が必須です。

●フォーラム通信は、連携ネットワークづくりを推進するためのツールとして、フォーラム
の運営に関わる様々な団体の取り組みを紹介し、共有するための定期リリースです。
●フォーラム事務局では、本通信を通じて、これからもネットワークを大きく拡げてま
いりたいと思います。皆様の積極的な参加をお願い申し上げます。



２．講師メッセージ

そこで、お金をかけて大規模な土壌改良や土の入れ替えを行うことも考えましたが、植物の持つ力で園庭の
土を肥沃にすることができることを知り、挑戦してみることにしました。

まず試みたのは、シロツメクサの種を子どもたちと一緒に蒔いてみました。すると、シロツメクサが繁茂し、土が肥
えだすと次第に周りの樹木も勢いよく生長していく様を確認しました。

多くの植物は、窒素を栄養として生きています。窒素は、タンパク質やアミノ酸を構成する元素で、空気中に
多く存在するにもかかわらずそのままの状態で植物が取り込むことはできません。そこで、植物は窒素を取り込む
ことが可能な根粒菌をはじめ、微生物と共生関係を持ち、植物から根粒菌に栄養が渡る代わりに空気中の窒
素を植物が使えるようにするのです。シロツメクサ、アカツメクサ、レンゲソウ、マメ科の多くの植物は、根粒バクテリ
ア（根粒菌）が窒素を抱きこみ、土壌を肥沃にしてくれる植物として知られ、裸地や荒地などに植えるとその土
地が肥えるといわれています。この原理を活用して豊かな園庭・植物環境が備わるということが確認できました。

また、樹木でもハンノキ、ヤマモモ（これらの樹木は、パイオニア植物と呼ばれ、山林ではいち早く育ちその土壌
を肥やしてくれます）のように根に放線菌を持ち、土壌が肥沃でなくてもいち早く生長するものを点在させて追加
植栽しました。また、これらの木の葉には窒素分が多く含まれていることで、落葉し裸地をさらに肥やすことになり
ます。
このようにちょっとした知識・工夫で、園庭が子どもたちのための草原・森になるのです。シンプルにお金を

かけて土壌改良をすることも一つの方法ですが、教育的な意味で植物の持つ力によって、土壌を肥やすことがで
きることを、子どもたちと共に体験的に知ることも意義深いことでしょう。

今まで保育実践の中で、たくさんの樹木や草本類を子どもたちと一
緒に植えてきました。クヌギ、コナラ、ミズナラ、マテバシイ、ウバメガシ
などどんぐりのなる木やビワ、カキ、ザクロ、キンカン、ヤマグワ、グミなど
果樹も植えました。しかし、当初の園庭は植物が繁茂する土壌では
なかったため立派に生長するまでに大変時間がかかりました（当初
の土壌は、真砂土で子どもたちが踏みしめて硬くなったグラウンドの
土でした）。また、みるみるうちにその木々も栄養不足で弱っていくこ
ともわかりました。
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～植物で園庭・土壌を肥沃にさせる～ むぎの穂保育園 園長 出原 大

※出原 大先生プロフィール

聖和大学大学院 教育学研究科幼児教育学専攻、 博士前期課程修了。 

元学校法人 関西学院 聖和幼稚園 園長。愛媛県東温市において、自分が理想と

する保育の実践として「むぎの穂保育園」を開園。園長を務めながら、（株）ゆりのき 代表

として、絵本の出版や講演活動に 取り組んでいる。全国、海外からの視察も多い。

フォーラムでは多くの講師から、開催趣旨に関する様々なご提言や話題をご提供いただきます。本通信で、
順にメッセージをご紹介します。1回目は、基調講演講師の出原 大先生からのメッセージです。
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３．事例発表者（園）紹介
フォーラムでは、先進的な自然保育や園庭緑化、さらに森林環境教育に取り組んでおられる実践の活動
をご紹介します。本通信では、事例発表園の活動概要を、そのさわりだけですが順にご紹介します。
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４．連携団体紹介

●NPO法人ツナガルにいはま 理事長 吉村 尚子さんからのメッセージ

「生まれる前も生まれてからも育つ間も」ツナガルにいはま。
愛媛県新居浜市の自然を舞台に、保育施設「にいはま
森のようちえん」、乳児期親子の居場所「こうのとり」、親
子でお外遊び「くすっこ」、小学生の居場所「つつじラボ」、
「つつじっこ」、大人の集い「たきびのじかん」など全世代に
とって居心地のよいコミュニティを構築。大人も子どもも、だ
れもがのびやかにしなやかにすこやかに過ごす社会を目指
します。こどもの森づくりフォーラムinえひめを通して、ますま
す皆さんとツナガルことを楽しみにしています。

●団体紹介：NPO法人ツナガルにいはま 認可外保育施設にいはま森のようちえん
新居浜市の自然の中で「のびやかに しなやかに すこやかに」 子どもも親も育ちあう、平日預かり型の森
の幼稚園です。 ※詳細 ⇒ https://nhmforest.info/

●一般社団法人 ノヤマカンパニー 代表理事 加藤 雄也さんからのメッセージ

山あいの耕作放棄地だった場所を開拓した「山の基地」
を拠点に活動しています。家の中で自分の子どもと二人
きりで過ごすのではなく、森・川・海などの自然の中に出か
けて、他の親子と一緒になってじっくり遊ぶ―そうした時間
は、日々を健やかに暮らす上で、子どもにとっても親にとっ
ても意義のあるものです。フォーラムの開催を通じて、子ど
もの育ちと自然との関わりについてより多くの方に関心を
持ってほしいと思っています。

●団体紹介：一般社団法人 ノヤマカンパニー
野外で活動する自主保育グループ、「森のようちえんヒュッテ」を運営しています。「自然の中でとことん遊ぶ」
「地域のすてきな大人たちとふれあう」「子どもをじっくり観察し、見守る」ということを大切にしながら、みんなで
お互いに子どもを見守り育てています。 ※詳細⇒https://noyamacompany.com

フォーラムのミッションを実現するためには、志を同じくする様々な団体との連携が必須です。本通信では、
愛媛県を中心に自然保育や森林環境教育に取り組んでいる団体から、フォーラムとの連携のメッセージを
いただきましたので順にご紹介します。
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